
桜
茶
の
つ
く
り
方

2016年
4月号
（通算第210号）

【
桜
の
塩
漬
け
の
作
り
方
】

◎
材
料

・

軸
ご
と
摘
み
取
っ
た
桜
（
三
～
五
分
咲
き
の

八
重
桜
）
：
二
百
グ
ラ
ム

・

塩
：
五
十
グ
ラ
ム

・

保
存
用
の
塩
：
適
量

・

梅
酢
（
白
梅
酢
）
：
大
さ
じ
４

・

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー

・

重
石

①
枝
か
ら
摘
み
取
っ
た
桜
の
花
を
、
水
で
洗
い

ま
す
。

②
ざ
る
に
上
げ
た
後
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で

水
分
を
拭
き
取
り
ま
す
。

③
桜
と
塩
を
五
十
グ
ラ
ム
混
ぜ
、
タ
ッ
パ
ー
に

入
れ
、
上
か
ら
重
石
を
乗
せ
ま
す
。

④
一
晩
漬
け
込
ん
だ
ら
、
花
の
水
分
を
絞
っ
て

取
り
除
き
ま
す
。

⑤
梅
酢
を
入
れ
ま
す
。

⑥
再
び
重
石
を
乗
せ
ま
す
。
二
～
三
日
ほ
ど
で

水
が
上
が
る
の
で
、
そ
れ
を
捨
て
ま
す
。
少
量

梅
酢
を
加
え
、
三
日
ほ
ど
置
き
ま
す
。

⑦
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
に
広
げ
て
、
二
～
三
日

陰
干
し
し
ま
す
。
（
日
光
に
当
て
て
し
ま
う
と
変

色
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
）

⑧
保
存
用
の
ビ
ン
に
入
れ
て
塩
を
適
量
加
え
ま

す
。

【
桜
茶
の
入
れ
方
】

①
桜
の
塩
漬
け
を
湯
呑
み
に
一
房
入
れ
ま
す
。

②
ぬ
る
ま
湯
を
注
ぎ
、
五
分
ほ
ど
塩
抜
き
を
し

ま
す
。

③
別
の
湯
呑
み
に
塩
抜
き
し
た
桜
を
入
れ
、
お

湯
を
注
ぐ
と
閉
じ
て
い
た
花
が
開
き
ま
す
。

④
塩
抜
き
に
使
っ
た
ぬ
る
ま
湯
の
上
澄
み
を
ス

プ
ー
ン
一
杯
ほ
ど
加
え
、
味
を
整
え
ま
す
。

桜
は
、
バ
ラ
科
の
植

物
な
の
で
、
抗
菌
作
用
、

咳
止
め
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
、
美
白
、
保
湿
、

抗
炎
症
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

～4月《卯月》～
う づ き
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卯
月

春
の
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会

現
在
、
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
（
セ
ン
バ
ツ
）

が
開
催
中
で
す
ね
。
今
回
は
こ
の
大
会
に
関
し
て
意

外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。ま

ず
現
在
の
大
会
出
場
枠
に
つ
い
て
で
す
。
夏
の

選
手
権
で
は
各
県
の
優
勝
校
が
出
場
し
ま
す
が
、
セ

ン
バ
ツ
で
は
出
場
校
は
大
会
選
考
委
員
会
が
選
び
ま

す
。
大
会
出
場
枠
は
一
般
選
考
枠
・
明
治
神
宮
大
会

枠
・
二
十
一
世
紀
枠
が
あ
り
ま
す
。
一
般
選
考
枠
は
、

秋
の
地
方
大
会
の
各
地
区
上
位
校
が
選
抜
さ
れ
や
す

い
で
す
。
各
地
区
の
内
訳
は
、
北
海
道
か
ら
一
校
、

東
北
か
ら
二
校
、
関
東
か
ら
四
校
、
東
京
か
ら
一
校

（
さ
ら
に
関
東
・
東
京
の
ど
ち
ら
か
か
ら
一
校
）
、

東
海
か
ら
一
校
、
北
信
越
か
ら
二
校
、
近
畿
か
ら
六

校
、
中
国
か
ら
二
校
、
四
国
か
ら
二
校
（
さ
ら
に
中

国
・
四
国
の
ど
ち
ら
か
か
ら
一
校
）
、
九
州
か
ら
四

校
の
計
二
十
八
校
で
す
。
明
治
神
宮
大
会
枠
は
、
秋

季
大
会
各
地
区
優
勝
校
が
出
場
す
る
明
治
神
宮
大
会

で
優
勝
し
た
高
校
が
属
す
る
地
区
の
出
場
枠
が
一
つ

増
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。
二
十
一
世
紀
枠
と
は
、

他
校
の
模
範
と
な
る
学
校
を
各
都
道
府
県
で
一
校
ず

つ
推
薦
し
、
そ
の
中
か
ら
三
校
を
選
出
す
る
も
の
で

す
。
そ
の
選
出
の
基
準
は
地
区
大
会
の
成
績
、
公
立

校
で
あ
る
か
、
大
会
に
未
出
場
も
し
く
は
長
年
出
場

し
て
い
な
い
か
ど
う
か
な
ど
で
す
。
群
馬
県
で
は
、

二
〇
一
五
年
に
富
岡
高
校
が
最
終
選
考
ま
で
残
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
セ
ン
バ
ツ
で
の
県
勢
の
活
躍
と
し
て
は
、

一
九
七
八
年
に
県
立
前
橋
高
校
の
松
本
稔
投
手
（
現
、

中
央
中
等
監
督
）
が
春
夏
通
じ
て
初
の
完
全
試
合
を

達
成
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
因
み
に
こ
の
大

会
は
桐
生
高
校
が
ベ
ス
ト
四
に
入
り
、
阿
久
沢
毅
選

手
、
木
暮
洋
選
手
も

活
躍
し
ま
し
た
。

今
年
は
桐
生
第
一

高
校
が
出
場
す
る
の

で
、
是
非
と
も
活
躍

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

四
月
の
こ
と
を
陰
暦
で
「
卯
月(

う
づ
き)

」

と
い
い
ま
す
。
こ
の
語
源
に
は
い
く
つ
か
の
説

が
あ
り
ま
す
。

四
月
が
卯
の
花
の
咲
く
季
節
で
あ
る
た
め
、

「
卯
の
花
月
」
を
略
し
て
「
卯
月
」
と
な
っ
た

と
い
う
説
。
卯
月
の
「
う
」
は
「
初
」
や
「
産
」

を
意
味
し
、
春
夏
秋
冬
の
始
ま
り
を
意
味
し
た

と
す
る
説
。
十
二
支
の
四
番
目
が
「
う
さ
ぎ
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
干
支
に
当
て
は
め
て
卯
月

と
な
っ
た
説
。
一
年
の
循
環
の
最
初
を
意
味
し

た
と
す
る
説
。
稲
を
植
え
る
月
で
「
植
月
」
が

転
じ
た
と
す
る
説
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
様

々
な
説
が
あ
り
ま
す

が
、
「
卯
の
花
月
」
が

最
も
有
力
な
説
と
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。



漢
字
読
め
ま
す
か
？

ウ
エ
ス
ト
を
細
く
す
る

ウ
エ
ス
ト
を
細
く
す
る
コ
ツ
は
、
体
幹
を
鍛
え

る
の
と
、
便
秘
を
解
消
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
簡
単

に
体
幹
を
鍛
え
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

【
ド
ロ
ー
イ
ン
呼
吸
法
】

①
背
筋
を
伸
ば
し
て
胸
を
張
り
、
息
を
大
き
く
ゆ

っ
く
り
吸
い
込
み
ま
す
。
こ
の
時
も
お
腹
は
へ
こ

ま
せ
た
ま
ま
で
、
胸
を
膨
ら
ま
せ
る
為
に
、
た
く

さ
ん
息
を
吸
い
込
み
ま
す
。

②
次
に
、
息
を
ゆ
っ
く
り
吐
き
な
が
ら
、
さ
ら
に

お
腹
を
へ
こ
ま
す
イ
メ
ー
ジ
を
し
ま
す
。
こ
の
時
、

お
尻
に
も
力
を
入
れ
る
（
肛
門
を
締
め
る
イ
メ
ー

ジ
）
と
尚
良
い
で
す
。

③
お
腹
を
へ
こ
ま
せ
た
ま
ま
、
浅
く
長
い
呼
吸
を

行
う
よ
う
に
し
、
お
腹
を
へ
こ
ま
せ
た
ま
ま
、
十

五
秒
間
呼
吸
を
繰
り
返
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
く
び

れ
を
作
る
腹
横
筋
が
鍛

え
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

太
陽
光
発
電

①
太
陽
光
発
電
は
二
酸
化
炭
素
を
削
減
で
き
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

例
え
ば
、
四
・
二
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
が
作
る
一
年
間
の
発
電
量
と
同
じ
量

の
電
気
を
買
っ
た
場
合
、
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
の
量
は
、
縦
横
八
十
四
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
森

林
が
一
年
間
に
吸
収
す
る
二
酸
化
炭
素
の
量
と
同

じ
で
す
。

②
使
い
切
れ
な
か
っ
た
電
気
は
、
電
力
会
社
が
買

っ
て
く
れ
ま
す
。

発
電
で
き
な
い
夜
間
や
、
発
電
量
の
少
な
い
時

は
、
従
来
通
り
電
力
会
社
か
ら
電
気
を
買
う
の
で

す
が
、
発
電
し
て
い
る
日
中
は
発
電
し
た
電
気
を

使
用
し
、
使
わ
な
か
っ
た
電
気
は
電
力
会
社
に
売

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
い
ざ
と
い
う
時
に
も
安
心
。
停
電
時
は
頼
も
し

い
味
方
に
な
り
ま
す
。

台
風
や
地
震
な
ど
で
停
電
に
な
っ
て
も
、
日
中

の
発
電
し
て
い
る
時
間
帯
な
ら
、
自
立
運
転
に
切

り
替
え
る
だ
け
で
、
Ａ
Ｃ
百
ボ
ル
ト
で
最
大
千
五

百
ワ
ッ
ト
ま
で
電
気
製
品
が
使
え
ま
す
。

次
の
漢
字
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

①
要
塞

②
造
詣

③
煎
餅

④
養
蜂
場

⑤
端
数

⑥
麓

⑦
風
采

⑧
牙

⑨
丁
寧

⑩
核
心

自然を大切に

ゴミは持ち帰りましょう！！



大五建設ブログ

漢
字
読
め
ま
す
か
？

解
答

発行

住まいの事なら
何でもご相談ください！

住所 富岡市上小林216-2

TEL 0274-67-2721

求人募集
大五建設では現在、求人を行

っております。

職種…施工管理

リフォーム営業

詳しくは下記、電話番号まで

お問い合わせください。お電

話お待ちしております。

0274-67-2721

大五建設ブログの中から記事を一つご紹介いたします。

気になる方はホームページからチェック！

床の増し張り

築年数およそ30年のお宅の床が部分的に弱くなったと

のご相談でした。下地材の根太等は、しっかりしてい

た為、既存の床の上に新たに桧の床材を張る工事とな

りました。木の香りも良く、きれいになったとお喜び

頂きました。ありがとうございます。

リフォーム部 安藤金光

「大五建設ブログ」
過去の「暮らしの瓦版」は

大五建設のホームページ
からご覧いただけます。

大五建設 で

①
よ
う
さ
い

防
衛
を
目
的
と
し
た
軍
事
施
設
。

②
ぞ
う
け
い

あ
る
分
野
に
対
す
る
広
く
深
い

知
識
や
す
ぐ
れ
た
技
量
。

③
せ
ん
べ
い

干
し
菓
子
の
一
つ
。

④
よ
う
ほ
う
じ
ょ
う

ミ
ツ
バ
チ
を
育
て
、
蜜
を
採
取

し
て
い
る
所
。

⑤
は
す
う

は
ん
ぱ
の
数
。

⑥
ふ
も
と

山
の
す
そ
の
部
分
。

⑦
ふ
う
さ
い

人
の
見
か
け
上
の
よ
う
す
。

⑧
き
ば哺

乳
類
の
歯
の
中
で
，
特
に
大

き
く
鋭
く
と
が
っ
た
歯
。

⑨
て
い
ね
い

細
か
い
点
ま
で
注
意
が
行
き
届

い
て
い
る
こ
と
。

⑩
か
く
し
ん

物
事
の
中
心
と
な
る
大
切
な
と

こ
ろ
。


